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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成24年7月26日(2012.7.26)

【公表番号】特表2011-523571(P2011-523571A)
【公表日】平成23年8月18日(2011.8.18)
【年通号数】公開・登録公報2011-033
【出願番号】特願2011-511713(P2011-511713)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｍ  25/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ  17/22     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｍ  25/00    ４１０Ｈ
   Ａ６１Ｍ  25/00    ４１０Ｂ
   Ａ６１Ｂ  17/22    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年6月8日(2012.6.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１１】
前記装置は、円錐部と、腰部と、本体部とを含み、前記中間層は前記装置の前記本体部に
ある、請求項２に記載の膨張可能な医療装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１２】
膨張可能な医療装置を形成する方法において、前記膨張可能な医療装置は多層構造からな
り、かつ前記装置は少なくとも一つの定常状態、少なくとも一つの膨張状態及び少なくと
も一つの収縮状態を有し、前記方法は、
　少なくとも一つの内層を提供する工程と、
　少なくとも一つの外層であって、内面及び外面を有するとともに第一の壁厚にて画定さ
れている外層、を提供する工程と、
　前記外層の前記内面又は前記外層の前記外面にある少なくとも一つの領域であって、前
記第一の厚みよりも薄い第二の壁厚を有する少なくとも一つの領域を形成する工程と、
を含み、
　前記少なくとも一つの領域は、前記膨張可能な医療装置が前記定常状態にある場合には
閉じられており、前記膨張可能な医療装置が前記少なくとも一つの膨張状態にある場合に
開いている、方法。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１４】
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前記外層の前記内面又は前記外層の前記外面に格子構造を形成する工程を含む、請求項１
２に記載の方法。
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